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『解法 09』トラス＠本講座サブテキ P45  

【問 30】図のような荷重 P を受ける静定トラスにおいて、部材 A、B、C に生じる軸方向力の正負（引張/圧縮）をそれ

ぞれ求めよ。【H27】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：A→０、B→0、C→引張 

 

【問 31】図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材 A に生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸方向力は、引張

力を「＋」、圧縮力を「−」とする。【H26】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：NA＝−2√2[kN] 

L

L

L LLL

B

CD

A

P

E

B

A

C

2m

2m 2m 2m
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【問 32】図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材 A、B、C に生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸方向力は、

引張力を「＋」、圧縮力を「−」とする。【H25】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：NA＝+３√2[kN]、NB＝−4 [kN]、NC＝+３√2[kN] 

 

【問 33】図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材 A に生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸方向力は、引張

力を「＋」、圧縮力を「ー」とする。なお、節点間距離はすべて 2m とする。【H24】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NA＝−2√3[kN] 

2 kN

1 kN
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A C 2m
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B
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【問 34】図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材 A に生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸方向力は、引張

力を「＋」、圧縮力を「−」とする。【H23】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：NA＝+√2[kN] 

 

【問 35】図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材 A、B、C に生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸方向力は、

引張力を「＋」、圧縮力を「−」とする。【H22】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：NA＝+1 [kN]、NB＝+1[kN]、NC＝ −1 [kN] 

B

A

C

2 kN
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【問 36】図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材 A、B、C に生じる応力が「圧縮力」であるか「引張力」で

あるか求めよ。【H21】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：NA：圧縮、NB：圧縮、NC：引張 

 

【問 37】図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材 A、B、C に生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸方向力は、

引張力を「＋」、圧縮力を「−」とする。【H20】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：NA＝+15 [kN]、NB＝−5 [kN]、NC＝+10 [kN] 

L LLL

B

A

C

P PP

D E
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【問 38】図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材 A、B、C に生じる軸方向力を求めよ。ただし、軸方向力は、

引張力を「＋」、圧縮力を「−」とする。【H19】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：NA＝-３ [kN]、NB＝+5 [kN]、NC＝0 [kN] 

 

【問 39】図のような L 形断面において、図心の座標（x0、y0）を求めよ。【H26】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：（15，25） 
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3m BA

C

D E
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3 kN

20

40

20 20

O

X
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【問 40】図のような断面 A および断面 B において、X 軸に関する断面二次モーメントの値の差を求めよ。【H27】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：1,170×103mm4 

 

【問 41】図のような断面の X 軸および Y 軸に関する断面二次モーメントをそれぞれ IX、IY としたとき、それらの比 IX：IY

を求めよ。【H25】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：IX：IY ＝ 9：13 
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【問 42】図のような H 型断面における X 軸に関する断面二次モーメントを求めよ。【H24】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：896cm4 

 

【問 43】図のような断面 A および断面 B において、X 軸に関する断面二次モーメントをそれぞれ IXA、IXB としたとき、そ

れらの比 IXA：IXB を求めよ。【H23】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：IXA：IXB ＝ 1：7 
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【問 44】図のような H 型断面における X 軸に関する断面二次モーメントを求めよ。【H22】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：35L4/3 

 

【問 45】図のような断面 A および断面 B において、X 軸に関する断面二次モーメントの値の差を求めよ。【H21】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：36×104mm4 
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【問 46】図のような断面の X 軸および Y 軸に関する断面二次モーメントの差の絶対値を求めよ。【H20】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：2L4 

 

【問 47】図のような断面 A および断面 B において、断面 A の X 軸、Y 軸に関する断面二次モーメントをそれぞれ IXA、IYA、

断面 B の X 軸、Y 軸に関する断面二次モーメントをそれぞれ IXB、IYB としたとき、それらの大小関係を求めよ。ただし、h

＞b とし、G は図心を示す。【H19】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答：IXB＞IXA＞IYA＞IYB 
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【解答】 

【問 30】ゼロメンバーがたくさん！！ 

 

 

 

 

 

左図青丸の節点に着目すると、赤線にて示した

部材はゼロメンバー 

注：左の第一弾でゼロメンバーとなった部材は

部材なしと同じなので、さらに右図青丸の節点

に着目すると、赤線にて示した部材はゼロメン

バー 

ゆえに A/B 部材は軸方向力「0」 

C 部材のみ切断法にて応力を求める（反力は線

対称なので半分 P/2 ずつ、水平反力は 0） 

O 点のモーメントに着目 

 

ゆえに C 部材は「引張」 

 

【問 31】反力を求める必要がありそうですね… 

 

 

 

『解法 09』トラスの応力 

１）	反力を図示 ⇒ 左図 

２）	【切断】面を決定 ⇒ 計算対象側を【選択】 

⇒ 左とする 

３）	切断された部材内の応力を仮定 

⇒ NA、N1、N2 

⇒ 選択範囲内の反力を求める 

MC = +VB × 6− 6× 2 = 0
VB = 2[kN ]

 

４）	力のつり合いにて未知力を算定 

※ NA を求める（縦の力のつり合いに着目） 

NAY = NA ×
1
2

（まずは斜め荷重の分解） 

Y∑ = +2+ NAY = 0

NA ×
1
2
= −2

NA = −2 2[kN ]

 

L

L

L LLL

C
D

A

VEVD

HD
E

NB = 0 kN

P

L LLL

P

L

L

C
D
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E

NA = 0 kN

O

ND

計算対象

L LLL

P

L

L

VEVD

HD
E

NC MO = +
P
2
× L − NC × L = 0

NC =
P
2

計算対象

B

A

C
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2m 2m 2m

6 kN
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VB VC

N1

N2

NA

B

A

C

2m

2m 2m 2m

6 kN
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VB VC

45°

1

√2

1

計算対象

B

A

C

2m

2m 2m 2m

6 kN

VC

N1

N2

NA

2 kN
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  【問 32】切断法は１つの問題に何回用いても OK です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『解法 09』トラスの応力 

１）	反力を図示 ⇒ 左図 

 

 

 

 

２）	【切断】面を決定 ⇒ 計算対象側を【選択】 

⇒ 左とする 

３）	切断された部材内の応力を仮定 

⇒ N1、NA、NB 

 

４）	力のつり合いにて未知力を算定 

※ NA を求める（縦方向のつり合いに着目） 

NAY = NA ×
1
2

（まずは斜め荷重の分解） 

Y∑ = −1− 2+ NAY = 0

NA ×
1
2
= 3

NA = +3 2[kN ]

 

 

※ NA を求める（交点 O に着目） 

MO = −1× 4− 2× 2− NB × 2 = 0
NB = −4[kN ]

 

 

 

 

切断する箇所を変えて… 

※ NC を求める（縦方向のつり合いに着目） 

NCY = NC ×
1
2

（まずは斜め荷重の分解） 

Y∑ = −1− 2+ NCY = 0

NC ×
1
2
= 3

NC = +3 2[kN ]
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計算対象 2 kN
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計算対象 2 kN
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計算対象 2 kN
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計算対象 2 kN
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【問 33】切断法のお手本のような問題です 

 

 

 

 

『解法 09』トラスの応力 

１）	反力を図示 

２）	【切断】面を決定⇒計算対象側を【選択】⇒左 

３）	切断された部材内の応力を仮定 

⇒ 選択範囲内の反力を求める 

MC = +VB × 6− 9× 2 = 0
VB = 3[kN ]

 

X∑ = HB = 0[kN ]  

４）	力のつり合いにて未知力を算定 

※ NA を求める（交点 O に着目） 

 （NA と O 点の距離は√3、右図） 

MO = +3× 2+ NA × 3 = 0

NA = −
6
3

NA = −2 3[kN ]

 

注： −
6
3
×
3
3
= −2 3  

【問 34】こちらの問題も反力を求める必要がありそうですね 

 

 

 

 

 

 

 

『解法 09』トラスの応力 

１）	反力を図示 ⇒ 左図 

２）	【切断】面を決定 ⇒ 計算対象側を【選択】 

３）	切断された部材内の応力を仮定 

⇒ 選択範囲内の反力を求める 

MB = −VC ×8+ 2×12 = 0
VC = 3[kN ]  

４）	力のつり合いにて未知力を算定 

※ NA を求める（縦の力のつり合いに着目） 

NAY = NA ×
1
2

（まずは斜め荷重の分解） 

Y∑ = +3− 2− NAY = 0

NA ×
1
2
=1

NA = + 2[kN ]

 

2m 2m 2m

計算対象
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計算対象
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計算対象

B

A

C

2 kN

4m

4m 4m4m

VB VC

HB

N1

N2

NA

B

A

C

2 kN

4m

4m 4m4m

VB

VC

HB

45°

1

√2

1

60°

1

√32

計算対象
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【問 35】この問題は切断する箇所の選択が最重要ですね、トラスの問題は切断⇒選択の過程で勝負はほぼ決まっています 

 

 

 

 

『解法 09』トラスの応力 

１）	反力を図示 

２）	【切断】面を決定 ⇒ 計算対象側を【選択】 

⇒ 右上とする 

３）	切断された部材内の応力を仮定 

⇒ NA、NB、NC 

 

 

４）	力のつり合いにて未知力を算定 

※ NA を求める（交点 F に着目） 

MF = +1×3− NA ×3= 0
NA = +1[kN ]

 

 

 

 

 

 

 

※ NB を求める（横の力のつり合いに着目） 

X∑ = +1− NB = 0
NB = +1[kN ]

 

 

 

 

 

 

 

※ NC を求める（交点 G に着目） 

MG = +1×3+ NC ×3= 0
NC = −1[kN ]

 

 

 

 

 

 

計算対象
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計算対象
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計算対象
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計算対象
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【問 36】この問題は面倒臭いですね…されどしっかりと 1 点確保です！意地でも切断法で解いてみます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『解法 09』トラスの応力 

１）	反力を図示 

２）	【切断】面を決定 ⇒ 計算対象側を【選択】 

⇒ 右とする、反力は線対称なので全荷重の半分 

３）	切断された部材内の応力を仮定 

⇒ NA、N1、NC 

４）	力のつり合いにて未知力を算定 

※ NA を求める（交点 O に着目） 

MO = −NA × L +P× L −
3P
2
× 2L = 0

NA = −2P
（圧縮） 

※ NC を求める（交点 Q に着目） 

MQ = +NC × L +P× L +P× 2L −
3P
2
×3L = 0

NC =
3P
2

（引張） 

 

※ NB を求める（交点 Q に着目） 

（未知の応力が 3 以下ならば、力のつり合いにて未

知力の算定が可能なので、たとえ 4 本で切断しても

問題なし） 

MQ = +
3P
2
× L +−NB × L +P× 2L −

3P
2
×3L = 0

NB = −P
 

（圧縮） 

 

 

※ NB に関しては、節点法の方が簡単だったり… 

左図の節点に着目 

Y∑ = −P − NB = 0
NB = −P

（圧縮） 

節点法も把握しておくと楽な問題もありますが、切

断法で解けない問題は無いので、基本的には切断法

で推し進め、余裕があったら節点法も検討って感じ

がオススメ 

 

計算対象
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計算対象

L LLL

HD

VD

B

A

C

P PP

D E

LN1

NA

NC O

2

3P
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計算対象
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LN1 NB

Q N2

2

3P2

3P

計算対象

L LLL

HD

VD

B

A

C

P PP

D
E

LN1 NB

Q N2

2

3P2

3P

計算対象

L LLL

HD

VD

B

A

C

P PP

D
E

L

NB

Q

2

3P
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【問 37】くぅ…応力を求める必要のある 3 本を一撃で片付ける切断面が無い… ⇒ 何度切っても良いから斬りまくる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

『解法 09』トラスの応力 

１）	反力を図示 

２）	【切断】面を決定 ⇒ 計算対象側を【選択】 

⇒ 右とする 

３）	切断された部材内の応力を仮定 

⇒ N1、NC 

４）	力のつり合いにて未知力を算定 

※ NC を求める（縦の力のつり合いに着目） 

NCY = NC ×
3
5

 

Y∑ = −6+ NCY = 0

NC ×
3
5
= 6

NC = +10[kN ]

 

 

 

※ 切断面を変更して… 

 

 

 

 

※ NA を求める（交点 E に着目） 

NAX = NA ×
4
5

NAY = NA ×
3
5

 

ME = +NAY × 4+ NAX ×3− 6× 4− 6×8 = 0

+NA ×
3
5
× 4+ NA ×

4
5
×3− 6× 4− 6×8 = 0

NA = +15[kN ]

 

 

※ NB を求める（交点 F に着目） 

NBX = NB ×
4
5

NBY = NB ×
3
5

 

MF = −NBY × 4− NBX ×3− 6× 4 = 0

−NB ×
3
5
× 4− NB ×

4
5
×3− 6× 4 = 0

NB = −5[kN ]

 

計算対象

B

A

C

D

E

6 kN

6 kN

3m

3m

4m 4m

HE

VE

HD

N1

NC

計算対象

B

A

C

D

E

6 kN

6 kN

3m

3m

4m 4m

HE

VE

HD

N1

NC

計算対象

B

A

C

D

E

6 kN

6 kN

3m

3m

4m 4m

HE

VE

HD

NA

NB

N1

計算対象

B

A

C

D

E

6 kN

6 kN

3m

3m

4m 4m

HE

VE

HD

NA

NB

N1

計算対象

B

A

C

D

E

6 kN

6 kN

3m

3m

4m 4m

HE

VE

HD

NA

NB

N1

F

3

5

4

3

5

4

NA
NAY

NAX

NBNBY

NBX

3

5

4
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 【問 38】あっ…求める必要のある応力の中にゼロメンバーがいる… 

 

 

 

 

 

 

 

『解法 09』トラスの応力 

１）	反力を図示 ⇒ 左図 

２）	【切断】面を決定 ⇒ 計算対象側を【選択】 

⇒ 上とする 

３）	切断された部材内の応力を仮定 

⇒ NA、NB、N1 

 

４）	力のつり合いにて未知力を算定 

※ NA を求める（交点 F に着目） 

MF = −3× 4− NA × 4 = 0
NA = −3[kN ]

 

 

 

 

※ NB を求める（横の力のつり合いに着目） 

NBX = NB ×
4
5

 

X∑ = +4− NBX = 0

NB ×
4
5
= 4

NB = +5[kN ]

 

 

 

※ 切断面を変更し NC を求める（反力を求める） 

MD = +4×3−VE × 4 = 0
VE = 3[kN ]

 

※ NC を求める（交点 F に着目） 

MF = +NC ×3= 0
NC = 0[kN ]

 

だって NC は E 点のゼロメンバーだもん… 

 

 

計算対象

4m

3m BA

C

D E

4 kN

3 kN

HD

VD VE

N1NBNA

計算対象

4m

3m BA

C

D E

4 kN

3 kN

HD

VD VE

N1NBNA

F

計算対象

4m

3m BA

C

D E

4 kN

3 kN

HD

VD VE

N1NBNA

F

計算対象

4m

3m BA

C

D E

4 kN

3 kN

HD

VD VE

NB

N2

NC

計算対象

4m

3m BA

C

D E

4 kN

3 kN

HD

VD 3 kN

NB

N2

NC

F

3
5

4

4m

3m BA

C

D E

4 kN

3 kN

HD

VD

3 kN

NC
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  【問 39】最近出題されていませんが念のため… 

 

 

 

 

 

⇒ X 方向も求めますね 

	 	 	

x = SAx + SBx
AA + AB

x = (60× 20)×10+ (20× 20)×30
(60× 20)+ (20× 20)

x =15

 

『解法 10』図心（断面一次モーメント） 

１）	軸を確認 ⇒ 底部 

２）	矩形（長方形）に分割（お好きなように…） 

３）	断面全体の断面 1 次モーメントを求める  

⇒ まずは Y 軸方向から求めます 

⇒ 全体の断面１次モーメントを求める 

SAll = SAy + SBy
SAlly = (60× 20)×30+ (20× 20)×10

 

４）	上記断面 1 次モーメントの合計を全断面積で除す 

⇒ 全体の断面積を求める 

AAll = AA + AB
AAll = (60× 20)+ (20× 20)

 

⇒ 図心の位置を求める 

y =
SAy + SBy
AA + AB

y = (60× 20)×30+ (20× 20)×10
(60× 20)+ (20× 20)

y = 25

 

 

【問 40】断面二次モーメントは、各断面の断面二次モーメントの足し引きが可能ですね 

 

 

 

 

 

 

 

 

『解法 11』断面二次モーメント 

１）	軸チェック ⇒ X 軸 

２）	図心が等しくなるように断面を分割 ⇒ 不要 

３）	各断面の断面 2 次モーメントを求め足し引き 

⇒ 断面 2 次モーメントを求める 

 

 

 

 

20

40

20 20

O
X

Y

30

10

10

30

BA

yAS ×=

IX = IA − IB

IX =
20× 90× 90× 90

12
−
20×30×30×30

12
IX =1,170, 000

20

100

20

100

20

30

15

20

30

55

55

15

40 20 4040 20 40

30

15

30

15

X軸

ー　　　＝
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【問 41】計算対象の軸が異なることにより、断面分割の手法も変わりますね 

 

 

『解法 11』断面二次モーメント 

 ※ まずは X 軸から 

⇒ 断面 2 次モーメントを求める 

IX =
2L× 6L× 6L× 6L

12
× 2

IX = 72L
4

 

 ※ 続いて Y 軸 

IY = IBY − ICY

IY =
6L× 6L× 6L× 6L

12
−
6L× 2L× 2L× 2L

12
IY =104L

4

 

 ※ 両者の差は 

IX : IY = 72L
4 :104L4

IX : IY = 9 :13
 

【問 42】複雑断面は矩形に分割して考えましょう 

 

『解法 11』断面二次モーメント 

１）	軸チェック ⇒ X 軸 

２）	図心が等しくなるように断面を分割 ⇒ 左図 

３）	各断面の断面 2 次モーメントを求め足し引き 

⇒ 断面 2 次モーメントを求める 

IX = IAX − IBX × 2

IX =
8×12×12×12

12
−
3×8×8×8

12
× 2

IX = 896[cm
4 ]

 

 

【問 43】横着せずに素直に求めましょうか… 

 

 

 

 

『解法 11』断面二次モーメント 

IXA =
a× a× a× a

12

IXA =
a4

12

 

IXB = ICX − IBX

IXB =
a× 2a× 2a× 2a

12
−
a× a× a× a

12

IXB =
7a4

12

 

⇒ 両者の比は 

IXA : IXB =1: 7  

L 2LL2L

3L

3L

X

Y

AA

L 2LL2L

3L

3L

X

Y

BC

X

2cm

4cm

2cm

4cm

2cm3cm 3cm

B

A

B

a

0.5a

0.5a

0.5a

0.5a
X

0.5a

0.5a

a

X

断面A

断面B

BA

C
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  【問 44】複雑断面は矩形に分割、ですが…足したり引いたりちょっと面倒ですね 

 

 

 

『解法 11』断面二次モーメント 

１）	軸チェック ⇒ X 軸 

２）	図心が等しくなるように断面を分割 ⇒ 左図 

３）	各断面の断面 2 次モーメントを求め足し引き 

⇒ 断面 2 次モーメントを求める 

IX = IAX − IBX + ICX

IX =
3L× (4L)3

12
−
2L× (3L)3

12
+
2L× L3

12

IX =
35L4

3

 

 

【問 45】断面二次モーメントは、各断面の断面二次モーメントの足し引きが可能でしたよね？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『解法 11』断面二次モーメント 

１）	軸チェック ⇒ X 軸 

２）	図心が等しくなるように断面を分割 ⇒ 不要 

３）	各断面の断面 2 次モーメントを求め足し引き 

⇒ 断面 2 次モーメントを求める 

IX =
10× 60× 60× 60

12
× 2

IX = 360,000
IX = 36×10

4

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.5L
2L

0.5L

L

0.5L

L

0.5L

0.5L

0.5L

B

A

C

=

断面A
10 10

80

10

10

50

50

断面B

10

10

20

30

30

20

10 10
80

XX -
30

30

10 10
80
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【問 46】H25 の問題とほぼ同じですね 

 

 

 

 

 

『解法 11』断面二次モーメント 

 ※ まずは X 軸から 

１）	軸チェック ⇒ X 軸 

２）	図心が等しくなるように断面を分割 ⇒ 不要 

３）	各断面の断面 2 次モーメントを求め足し引き 

⇒ 断面 2 次モーメントを求める 

IX =
L×3L×3L×3L

12
× 2

IX =
54L4

12

 

 ※ 続いて Y 軸 

IY = IBY − ICY

IY =
3L×3L×3L×3L

12
−
3L× L× L× L

12

IY =
78L4

12

 

※	 両者の比は 

IX − IY =
54L4

12
−
78L4

12
IX − IY = −2L

4

 

 

【問 47】どちらの軸を 3 乗するの？って問題です… 

 

 

 

 

『解法 11』断面二次モーメント 

１）軸チェック ⇒ X 軸、および Y 軸 

２）	図心が等しくなるように断面を分割 

⇒ この問題では不要 

３）	各断面の断面 2 次モーメントを求め足し引き 

⇒ それぞれの断面 2 次モーメントを求める 

IXA =
bh3

12

IYA =
hb3

12

IXB =

b
2
× 2h× 2h× 2h

12
=
4bh3

12

IYB =
2h× b

2
×
b
2
×
b
2

12
=

1
4
hb3

12

 

ゆえに 

IXB > IXA > IYA > IYB  

1.5L

1.5L

0.5L
L L

0.5L

X

Y

AA

1.5L

1.5L

0.5L
L L

0.5L

X

Y

BC

b

b

2

2hh
G G

断面 A

断面 B

XX

Y

Y


